






























































































































































































































































































































秋田仙北地震 (1914年， M5.9) ，今市地震 (1949年，
M6.4およびM6.7)，徳島県南部地震 (1955年， M6.0)， 
えびの地震 (1955年， M6.1) ，伊豆半島沖地震 (1974









































































































Mが一定の場合， Df， df， Dp， dp はかなり分散する
が，大局的にはMと正の相関を示す。それらの上限値








log Df*=M-6.1……...・ H ・..……...・ H ・-(1)
log dfネ=M-5.4…..・ H ・.…..・ H ・..……(2)
log Dp*=O. 5M-2・H ・H ・.…..・H ・..……(3)





































立川断層南部:L =20， S =0. 3、
同 北部:L=5， S=0.081 
> .…(6) 




log L =0. 6M -2.9…...・H ・..・H ・..・H ・(7)
log d =0. 6M -4.0…..…...・H ・...・H ・'(8)







立川断層商部 :Mニ 7.0，R =5， 200、
同 北部:M=6.0， R二 5，0001
} ・(10)
五日市断層 :Mニ 6.5，R<S， 0001 





































































































実施後，危険地域(問題地域)を中心に I 回に 1~数市
町村を対象とした，
3) 斜面の個別しっ皆調査による崩壊危険度判定(縮
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